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O pening W edge H igh Tibia1 0 stebtom y に素対ナる

三次元有限要素法を用いた応力解析
―ハイドロキシアパタイトブロック挿入とロッキングスクリュー本数の影響―
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要 旨 :我々は Tom OFよ (SY ■lT H ES 社製) を用いて o pcning W edgc H igh Tibid  O sttotom y (以後

OW H TO ) を行い, 骨切 り部にハイ ドロキシアパ タイ ト (以後 IIA ) ブロックを挿入することで, 早

期荷重歩行を実現 している。今回,3次元有限要素法を用いて Ow IIT O を施行 した歴骨骨切 り部の応

力解析 を行い, IIA 挿入の有無及びスクリューの本数の違いによる応力分布変化を検討 した。プレー

トにかかる応力は, 骨切 り部に H A を挿入 したものに比べ IIA を挿入 しないものは約 4 倍であった。

IIA を挿入 しない場合, 近位側スクリューを 3 本から4 本増やすことによリプレー トにかかる応力は

減少するが, 遠位側スクリューを増や しても応力はほとんど変化 しなかった。骨切 り部への H A 挿

入または近位側 4 本 ロスクリューを使用することによリプレー ト, スクリューの応力の軽減が可能で

あ り, 骨切 り部周囲での応力集中をさけることができた。

K ey ttrds: 高位歴骨楔状開大骨切 り術 (O pett g W Cdgc hlgh tlbl江osにotom y), 有限要素法 (Fm lte d eIIIellt m ctllod),
ハイドロキシアパタイト (的 droxyapatlte)
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